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石 原 保:ナ ガサキ7ゲ バの分類學丞 び實 験遺傳學的知見

ナガサキ アゲハは學名 伽Jfo耀 魏加ηLinη621758と 云 び,原 産地 はル ソ ン島で あ る・

その他:奉州(山 目縣),四 國,九 州,疏 球,蓬 瀦,支 那,潅 南 島,馬 來,ビ ルマ,`印度,ス マ トラ,ボ ル

ネ オ1ジ ヤ ゾ等に分布 し}少 か らぬ壺種 〔sロbspeciesP及 び 型 〔斥)ma〕 に 分たれで居 る.亜 種

とは地域的 に固.定 した,即 ちtopomOrphicな る系 統 を云 ひ,型 とは地域的 に限 定 され ゐ系統

を稻 す るもので あ る.本 邦 内地(琉 球 を除 く)に 謹云 る もの は雌 雄共 に無 尾δ),最 も北方た分

布 す る特異 な る亜種 であgsubsp・6勧 π6卯9麗Siebold,1824と 云 ふ・琉 球産 は.subsp・ μ シ師

Rgthschlld,1895と い ふ夫 と別 の亜種 で あつ て,普 通雌雄共 に無 尾で あ るが,∫b±mae8擁 か

り説 α伽 厩Kato,1933と いふ雌 に現はれ る有 尾の型が知 られ て居 る・ 豪濁産は又別 の亜種

Subsp・ α9θη(〃Limξ1764で あ つ て・r
.こ(ρ原型は雌 雄共 に無 尾の もので あ るが,雌 には歎個

の別の型,自 口ち無 尾型 として はformaα あα,LoアCralher,1764;£ 励oπ ㈱Frnhstor飴 ち1902∫

£ ご伽 痂 ∫ordan,1909等,有 尾型 としては ・£ ♂競α漉 αη麗Rothschil41895が 灘 棲 レて居

る・・之等の雌に獲現す る型 は原型とその色彩形態を著 しく異にし,一 見別種の如き感があ

腺 初臆 と考へ られ て記 載 された もの もあ る・か 彰 に本種 は同一肪 に於 雌 の型は、

ユ個 で も雌 に数型 を産す るの を普通 とす る.

重 種subsp・ α96ησLinn6,1764に 於 て,雄 は原型 の1型 に封 し,雌 に現れ るβ型,帥 ち

原塑,fo㎜aZα02η8♂ 伽Cramer,1775〔 無 尾〕及 び £ αo乃α伽Clamer,1779〔 有 尾〕に就 いて,

な した ∫CH∴d・M・ij・ …9・ ・の著名柵 究の結黒 之等の有する因子聯 關 様であ

つ て一部の因子の作用嘩 に於でのみ琴現 される・廃 騨 陛多型 〔・ni・ex・alP・1ym・・p圃

なる事が明にされ,上 記の本邦に於ける例 もこの遺傳學的論明で解繹す る事が出來 よラ・

外國に於て蝶類の遺傅學的研究は決 して稀ではないが,本 邦に於 ては攣異の研究はあつて

も眞の遺傅學的研究は皆無のや うである・ 人々に親まれ易い蝶類の遺傳學的研究が何故本

邦 にないあであらうか?.蝶 類の卵は一般に比較的容易に得 られ るのであ るが,多 くの蝶が

普通の飼育箱の中では交尾せす,從 つて受精 しないのである・この多 くの蝶の狭盧で交尾し

ない特性,.帥 ち,eurygamγ を一般め遺傳學者が無覗 した爲,た とへ試み られても.球功レな

かつたのではなからうか.蛾 類の多 くはstenogamyで あり系統の維持は比較的容易である

が, .多 ぐの蝶類 に於てその系統を盤綾 させ るには相當の設備を必要 とす るものである・

本種は周知のやうに第二女性徴が顯著 に稜達 して居り,蓬轡産の見事な雌雄型が記録 され

て居る.

本種の幼轟の食餌植物はヘシルウダ科(Rutaceae)め もので0珈 麗 馬の果樹,師 ち柑橘

類の害鍛 とされ,輻 岡市附近では夏蜜柑及び温州蜜柑にその被害が認められた.福 岡布附

近で年三世代を繰返す ものと推定され・私は今年・九州産の ものを飼育観察 し,他 の近似種

ど比較 してみた・.その概要は探集 と飼育,VI(9)・210-215挿 圖64944に 圖読 したか ら

夫を参照されたい.


